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はじめに 

昆虫の生態は最近の気候変動や人流・物

流の多様化などの影響で、大きく変化して

きている。温暖な地域の昆虫が北上してき

たり、その反面在来種が減少したり、さらに

外来種の侵入など、様々な変化が各地から

報告されている。 
かわさき自然調査団昆虫班では、蛾類成

虫の記録を中心に行ってきたが、2023 年か

ら 2025 年にかけて幼虫の調査も実施した。

その結果、新たに見つかった種類や長期間

確認ができなかった在来種の再発見など、

特筆すべき蛾類幼虫の記録を報告する。 
 
観察記録 

(1) オキナワカギバ Oreta loochooana 
loochooana Swinhoe, 1902 
[多摩区] 4exs., 多摩区枡形, 30-XI-2024, 横

田光邦・三田村瞬確認; 6exs., 多摩区枡形, 
1-XII-2024, 三田村瞬確認 

 
温暖な地域に産する本種は、神奈川県内

では三浦半島で確認されていて (中島・阪

本, 2018)、川崎市からの記録はなかった。食

餌 植 物 と し て サ ン ゴ ジ ュ Viburnum 
odoratissimum Ker Gawl. var. awabuki 
(K.Koch) Zabel (1902) 等の常緑ガマズミ科 
Viburnaceae が知られている (岸田, 2011a)。 

初冬の蛾類幼虫調査にて、生田緑地内の

七草峠に植栽されているサンゴジュで若齢

幼虫 4 個体、伝統工芸館付近に植栽されて

いるサンゴジュから中齢幼虫 2 個体、梅園

付近に植栽されたサンゴジュから中齢幼虫

4 個体 (図 1) を発見した。いずれも葉上に

静止して、表面を舐食した食痕が見られた。

梅園付近で確認した個体の中には寒さのた

めか、すでに死んでいる個体もいた。 
近似種のアシベニカギバ O. pulchripes 

Butler, 1877 やクロスジカギバ O. turpis 
Butler, 1877 は幼虫で冬眠するため、冬期は

食餌植物の樹皮の割れ目や枝などに糸を吐

きじっとしているが (鈴木ほか, 2024)、本種

は摂食を続けているようである。 
見つけた幼虫を飼育したところ、1 月 20

日に 2 個体が羽化した。 
その後の探索では本種が見つかっていな

いことや冬眠せずに摂食を続けていたこと

などから、一時的な発生であった可能性が

高く、川崎市での越冬は難しいと考える。 
 

 
図 1. オキナワカギバの中齢幼虫 
 
(2) ミナミクロホシフタオ Dysaethria 
meridiana (Inoue, 1982) 
[多摩区] 3exs., 多摩区枡形, 22-XII-2024, 横

田光邦・三田村瞬確認; 2exs., 多摩区枡形, 
23-II-2025, 横田光邦確認 

[宮前区] 1ex., 宮前区神木本町, 3-III-2024, 
三田村瞬確認; 2exs., 宮前区神木本町, 18-
III-2025, 三田村瞬確認 
 
本種の分布は関東地方南部以西となって

いて (岸田, 2011a)、東京都からは記録があ

る (フッカーS, 2015) が、神奈川県からの明

確な記録がなかった (中島・阪本, 2018)。成

虫は近似種のクロホシフタオ D. moza 
(Butler, 1878) に非常に似ていることから、

見落としていた可能性がある。食餌植物は

サンゴジュなどのガマズミ科が知られてい

る (岸田, 2011a)。 
宮前区の東高根森林公園に植栽されてい

るサンゴジュにおいて、2024 年 3 月 3 日に

本種終齢幼虫を確認、翌年の 3 月 18 日にも

若齢幼虫と亜終齢幼虫の 2 個体を確認した。 
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生田緑地では、2024 年 12 月 22 日に伝統

工芸館付近のサンゴジュで若齢幼虫から中

齢幼虫までの 3 個体を発見した。この日の

気温はかなり低下していたが、幼虫は葉裏

に静止し、若齢幼虫 2 個体は表面を舐食、

亜終齢幼虫 1 個体は葉の縁から摂食してい

た (図 2)。さらに、おし沼広場へ抜ける歩道

脇に植栽されたサンゴジュの大木より、2 月

23 日に 2 個体の若齢幼虫を見出した。 
その後、生田緑地で採集した個体は 3 月

7 日から順次羽化し、本種であることが確認

できた。また、野外においても成虫を 2022
年 11 月 16 日と 2025 年 4 月 27 日に確認し

ていて、いずれも西口トイレの灯りに飛来

したものである。これらのことから、川崎市

では定着しているようである。 
 

 
図 2. ミナミクロホシフタオの亜終齢幼虫 
 
(3) トシマカバナミシャク Eupithecia 
tenuisquama (Warren, 1896) 
[多摩区] 5exs., 多摩区枡形, 17-XII-2023, 横

田光邦・三田村瞬確認; 2exs., 多摩区枡形, 
11-I-2025, 横田光邦・三田村瞬確認 

 
本種は神奈川県内の広範囲に分布してい

て (中島・阪本, 2018)、成虫は 3～4 月と 10
月の年 2 回発生する。食餌植物はサザンカ

Camellia sasanqua Thunb. な ど ツ バ キ 科 
Theaceae の花が知られている (岸田, 2011a)。 

生田緑地では、サザンカが広範囲に植栽

されていて、特に見晴らしデッキ付近にあ

るサザンカの花では本種の幼虫が良く見ら

れる (図 3)。花びら、雄蕊、雌蕊を摂食して

いて、古くなって地面に散ったこれらから

も見出せる。 
冬期に老熟した幼虫は土中で蛹化し、春

に羽化する。2023 年 12 月 17 日に採集した

幼虫を飼育したところ、翌年の 1 月 14 日に

土中に潜り、3 月 31 日に羽化した。 

春の成虫世代 (一化目) の幼虫が何を食

べているのかはわかっていない。時期から

考えると、ヒサカキEurya japonica Thunb. var. 
japonica (1783) の花などを食べているのか

もしれないので、今後の探索課題である。ま

た、近似種のアキカバナミシャク E. 
subfumosa Inoue, 1965 は年一化で晩秋に成

虫が見られるが、こちらは幼虫の食餌植物

がわかっておらず、探索を続けている。 
 

 
図 3. トシマカバナミシャクの終齢幼虫 
 
(4) カ レ ハ ガ  Gastropacha orientalis 
Sheljuzhko, 1943 
[宮前区] 1ex., 宮前区水沢, 28-VI-2025, 三田

村瞬確認; 2exs., 宮前区水沢, 27-VII-2025, 
三田村瞬確認 

 
本種は神奈川県内全域から記録があり、

川崎市では、麻生区黒川、生田緑地 (中島・

山本, 2004; 中島・阪本, 2018) の記録がある。 
菅生緑地西地区にある水沢の森に植栽さ

れているサクラ属 Cerasus の一種の樹上

より糸でぶら下がる中齢幼虫 1 個体を 2025
年 6 月 28 日に発見、飼育したところ 8 月 12
日に♂が羽化した。同年 7 月 27 日にも同じ

木に止まる終齢 2 個体を確認 (図 4)、内 1
個体を飼育したところ 8 月 18 日に♀が羽化

した。 
日中、幼虫は食餌植物の枝や幹にいて、樹

皮の模様に擬態をしている。食餌植物はバ

ラ科 Rosaceae、ヤナギ科 Salicaceae が知ら

れ (岸田, 2011a)、ブナ科 Fagaceae やツツジ

科 Ericaceae でも採集・飼育したことがあり 
(横田, 未発表)、広食性であると考える。そ

のため、野外ではなかなか見つけることが

できない。 
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図 4. カレハガの終齢幼虫 
 
(5) クロホウジャク Macroglossum saga 
Butler, 1878 
[麻生区] 1ex., 麻生区百合丘, 26-V-2025, 三

田村瞬確認 
 

本種は神奈川県内の全域から確認されて

いるが、川崎市からの記録はなかった (中
島・山本, 2004)。幼虫の食餌植物はユズリハ
Daphniphyllum macropodum Miq. subsp. 
macropodum (1867) で、植栽されているもの

を良く見かけるが、樹林地でも見られる。成

虫は新芽に産卵し、孵化した幼虫は新芽を

食べて育つので、芽吹きの時期と産卵から

若齢幼虫が育つ時期が合わないと、生息で

きない。 
麻生区の百合丘第 5 公園に植栽されてい

るユズリハより、2025 年 5 月 26 日に若齢

幼虫 1 個体 (図 5) を採集した。 
近隣の東京都町田市成瀬台においても、

2025 年 3 月 26 日にユズリハより 4 卵を採

集し、5 月 14 日に羽化させた。 
 

 
図 5. クロホウジャクの若齢幼虫 
 

成虫は海上で採集されており (朝比奈・

鶴岡, 1968)、移動性があるため分布が広い

と考えられ、寒冷地ではブナ帯林床にある

エゾユズリハ D. m. Miq. subsp. humile 

(Maxim. ex Franch. et Sav.) Hurus. (1954)、亜

熱帯海洋性気候の八重山列島ではヒメユズ

リハ D. teijsmannii Zoll. ex Kurz (1864) より

幼虫を見出すことができる。これらのこと

から、神奈川県内でも各地に飛来し、単発的

に発生することがあるのかもしれない。一

方で、成虫で冬眠することから、近隣地域で

発生していることも考えられる。 
 
(6) タカサゴツマキシャチホコ Phalera 
takasagoensis Matsumura, 1919 
[多摩区] 3exs., 多摩区枡形, 7-IX-2025, 横田

光邦確認; 3exs., 多摩区枡形, 9-IX-2025, 
三田村瞬確認 

 
本種は関東各県で記録があるが、神奈川

県内では今までなかった (中島・阪本, 2018)。
成虫は近似種のツマキシャチホコ P. 
assimilis assimilis (Bremer & Grey, 1852)、ム

ク ツ マ キ シ ャ チ ホ コ P. angustipennis 
Matsumura, 1919、クロツマキシャチホコ P. 
minor Nagano, 1916 に酷似していることか

ら、以前より混棲していた可能性がある。 
生田緑地の中央広場の西側にあるコナラ

Quercus serrata Murray (1784) で、ツマキシ

ャチホコの幼虫群を観察していた際に、タ

カサゴツマキシャチホコの亜終齢幼虫から

終齢幼虫 3 個体を発見した (図 6)。2 日後に

も追加で 3 個体を同じ木で確認した。 
本種は中齢幼虫までは群棲するが、亜終

齢幼虫以降は分散して単独となる。細枝や

葉裏にいて、刺激を与えると最初は頭部と

尾部端を持ち上げて威嚇するが、さらに刺

激を続けると落下する。これは近似種でも

見られる特徴である。 
 

 
図 6. タカサゴツマキシャチホコの終齢幼

虫 
 

本種とツマキシャチホコが同所で同時期
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に見られることは珍しく、近隣では東京都

八王子市にある高尾山で確認している(横
田, 未発表)。 
 
(7) ム ラ サ キ シ ャ チ ホ コ  Uropyia 
meticulodina (Oberthür, 1884) 
[多摩区] 4exs., 多摩区中野島, 13-VI-2025, 

横田光邦・三田村瞬確認 
[宮前区] 8exs., 宮前区水沢, 12-VII-2025, 三

田村瞬確認 
 

本種の神奈川県内の分布は県西部の丹沢

や津久井方面のみが知られていた (中島・

阪本, 2018) が、その後川崎市からの成虫記

録として高津区北見方よりあった (宮内ほ

か, 2024)。 
筆者らは、多摩川河川敷のオニグルミ群

落に生息しているとみて、広範囲に群落が

ある中野島付近を調査した結果、2025 年 6
月 13 日に亜終齢幼虫 (図 7) 3 個体と終齢幼

虫 1 個体を確認できた。 
菅生緑地西地区にある水沢の森にもオニ

グルミの疎林があることから、以前から本

種の生息調査を行っていたところ、2025 年

7月 12日に 8個体を発見することができた。 
本種の分布は食餌植物であるオニグルミ

Juglans mandshurica Maxim. var. sachalinensis 
(Komatsu) Kitam. (1949) に依存する。多摩川

の下流域には各所にオニグルミの群落が見

られることから、河川敷の生息地がさらに

見つかるものと考える。生田緑地内にもハ

ンノキ林付近に数本のオニグルミがあるが、

今のところ幼虫は見つかっていない。 
 

 
図 7. ムラサキシャチホコの亜終齢幼虫 
 

なお、本種の調査を行った両地域では、モ

ンホソバスズメ Ambulyx schauffelbergeri 
Bremer & Grey, 1853 も確認できた。特に中

野島では 6月 13日に卵から成虫までの全ス

テージが見られ、生息密度が高いこともわ

かった。 
 
(8) オオモクメシャチホコ Cerura erminea 
erminea (Esper, [1783]) 
[宮前区] 1ex., 宮前区水沢, 5-VII-2025, 三田

村瞬確認; 1ex. (繭), 宮前区水沢, 19-VII-
2025, 三田村瞬確認 

 
本種の神奈川県内の記録は、2022 年およ

び 2023 年に麻生区白山にて採集された成

虫について報告した (横田ほか, 2024)。 
幼虫について川崎市内での探索を続けて

いたところ、菅生緑地西地区にある水沢の

森にて歩道を徘徊していた老熟幼虫を 2025
年 7 月 5 日に発見した (図 8)。既に体色が

赤茶色に変色していて、持ち帰ったその日

のうちに樹皮上で繭を完成させた。この個

体は残念ながら羽化することはなかった。

その後の 7 月 19 日に、最初の発見場所の近

くに植栽されているヤマナラシ属 Populus
の一種の幹で繭を見つけ、野外で観察を続

けたところ羽脱した痕跡があり、当地での

発生を確認した。 
本種の食餌植物であるヤマナラシ属の樹

木は都市公園に植栽されていることから、

都市部でも記録が多い。川崎市内でも植栽

されているところがあるので、そのような

ところを探すと本種を見つけられるかもし

れない。 
 

 
図 8. オオモクメシャチホコの老熟幼虫 
 
(9) プライヤアオシャチホコ Syntypistis 
pryeri (Leech, 1899) 
[宮前区] 1ex., 宮前区水沢, 19-IX-2023, 三田

村瞬確認; 1ex., 宮前区水沢, 5-VII-2025, 
三田村瞬確認 

 
本種の神奈川県内の記録では、2000 年以
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前は津久井・丹沢方面のみであったが、2000
年代には、生田緑地 (佐野ほか, 2001; 中臣

ほか, 2009)、柿生 (山内, 2008) で記録され

ている。その後の 2010 年代以降は川崎市内

の記録がなくなり、再発見が望まれていた。 
菅生緑地西地区にある水沢の森にて 2023

年 9 月 19 日に幼虫探索中、クヌギ Quercus 
acutissima Carruth. (1862) で本種の終齢幼虫

1 個体を発見、最後の発見から実に 16 年ぶ

りであった。さらに 2025 年 7 月 5 日にも同

地においてクヌギより終齢幼虫 1 個体を見

出した (図 9)。 
本種は自然度の高い場所で見られること

が多く、クヌギを好むようである。中齢幼虫

までは群棲するが、その後は分散し、終齢幼

虫は単独となる (YAMKEN, 2022)。背面の

赤色紋は個体変異があるが、ブナ科を食べ

るアオシャチホコ属 Syntypistis は他にいな

いので、区別は容易である。 
 

 
図 9. プライヤアオシャチホコの終齢幼虫 
 
(10) ヤスジシャチホコ Epodonta lineata 
(Oberthür, 1880) 
[多摩区] 2exs., 多摩区枡形, 26-X-2024, 横

田光邦・三田村瞬確認; 2exs., 多摩区枡形, 
27-IV-2025, 横田光邦・三田村瞬確認 

 
本種の川崎市での記録は 2000 年以前に

は黒川・枡形山 (現生田緑地)・柿生で記録

が多く見られたが (中島・山本, 2004)、それ

以降では 2008 年の麻生区柿生 (山内, 2008) 
があるのみで、その後の記録がない。 

筆者らは 2024 年 10 月 26 日に生田緑地で

幼虫探索を行っていた際、葉を広範囲に食

害されたハリギリ Kalopanax septemlobus 
(Thunb.) Koidz. (1925) の幼木を見つけ、そ

の葉裏を見たところ本種の終齢幼虫 2 個体

を発見した (図 10)。本種は一か所にまとま

って発生することが多いので、この時は既

にほとんどの個体が土中に潜ってしまった

と考えられる。この 2 個体を飼育したとこ

ろ、翌年 4 月 25 日に 1♀が羽化した。 
野外での成虫は早春から見られることか

ら、翌年 (2025 年) 4 月下旬に幼虫探索を行

ったところ、同じ木で発生していることを

確認した。この時も発生は終わっていて、ひ

どく食害された幼木には 2 個体のみ終齢が

残っているだけであった。 
食餌植物のハリギリは高木になることが

多いが、実生も良く見られるため、今後の調

査により他地域でも確認できる可能性が高

い。 
 

 
図 10. ヤスジシャチホコの終齢幼虫 
 
(11) エルモンドクガ Arctornis l-nigrum 
ussuricum Bytinski-Salz, 1939 
[多摩区] 3exs., 多摩区枡形, 13-X-2024, 横

田光邦・三田村瞬確認; 2exs., 多摩区枡形, 
26-X-2024, 横田光邦・三田村瞬確認; 9exs., 
多摩区枡形, 3-XI-2024, 横田光邦・三田村

瞬確認; 2exs., 多摩区枡形, 15-III-2025, 横
田光邦・三田村瞬確認 

 
本種の神奈川県内の記録は少なく、川崎

市からの記録はなかった (中島・阪本, 2018)。
関東地方においては、山地では普通に見ら

れるが、平地では少ないようである。 
生田緑地で 2024 年 10 月 13 日に幼虫の観

察を行っていたところ、クスノキの辻に植

栽されているレンギョウ Forsythia suspensa 
(Thunb.) Vahl の葉表に静止する中齢幼虫を

発見した。そこはケヤキ Zelkova serrata 
(Thunb.) Makino (1903) の樹下であり、周囲

の植物や落葉からも本種幼虫を見出すこと

ができた。その後、生田緑地内のケヤキ樹下

を探すと各所で本種が見られ、広範囲に生

息していることがわかった。 
さらに、同年 11 月 3 日の調査では、樹上
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の黄葉した葉に静止している越冬前の幼虫

を確認、同じ木から糸で地面に降下してく

る幼虫も確認した。 
地面に降りた幼虫は、数日は他の植物の

葉上などでじっとしていたが、やがて姿を

消した。3 月になり、幼虫が見られた周囲の

落葉を調べたところ、落葉層から越冬中の

幼虫を見出した (図 11)。 
この幼虫を持ち帰って飼育したところ、

ケヤキの新葉を摂食し脱皮したが、その後

衰弱して斃死してしまった。 
なお、成虫はムラサキシャチホコを調査

するために訪れた多摩区中野島にて、2025
年 6 月 13 日に確認した。河川敷にある林内

の 3 メートルほどのヤマグワ Morus 
bombycis Koidz.の高所に止まっていて、撮影

している最中に飛び去ってしまった。 
 

 
図 11. エルモンドクガの越冬中の中齢幼虫 
 
(12) ソトウスベニアツバ Sarcopteron 
fasciatum (Wileman & South, 1917) 
[多摩区] 3exs., 多摩区枡形, 15-X-2024, 横

田光邦・三田村瞬確認; 4exs., 多摩区枡形, 
26-X-2024, 横田光邦・三田村瞬確認 

 
本種は伊豆半島以西に分布しているとさ

れていたが (岸田, 2011b)、神奈川県内では

2016 年に生田緑地 (宮内ほか, 2020)、2021
年に茅ヶ崎市 (緒方ほか, 2021)で散発的に

記録されていたため、偶産の可能性があっ

た。その後、2022 年 4 月 24 日に生田緑地に

て 2 個体の成虫を採集し、生息の可能性が

でてきた。 
夜間の蛾類調査を 2024 年 10 月 15 日に行

っていたところ、スダジイ Castanopsis 
sieboldii (Makino) Hatus. ex T.Yamaz. et 
Mashiba subsp. sieboldii (1971) の枝先にいる

幼虫を見つけ、10 月 26 日にも追加で発見

することができた。この時点では種名がわ

からず、飼育したところ翌年 3 月 29 日に成

虫が羽化し、本種であることが判明した。 
本種はスダジイの細い枝先や固い葉を食

べていて (図 12)、新芽などの柔らかい部分

は摂食しなかった。体色は灰色から茶褐色

まで濃さに変異が見られた。 
初冬の 11 月から 12 月にかけて、スダジ

イの葉裏に薄い繭を作り、その中で蛹化し

越冬した。野外でも同様の場所で繭を確認

した。 
なお、飼育した個体の羽化率が非常に低

く、野外では生葉で繭を作ることから、葉が

乾燥したことが原因と考える。 
 

 
図 12. ソトウスベニアツバの終齢幼虫 
 
(13) ヤマトホソヤガ Lophoptera hayesi 
Sugi, 1982 
[多摩区] 1ex., 多摩区枡形, 5-X-2025, 横田

光邦・三田村瞬確認 
[宮前区] 1ex., 宮前区水沢, 21-VII-2025, 三

田村瞬確認 
 

本種の神奈川県内の記録は、2002 年に麻

生区柿生で記録された 1 例のみである (山
内, 2008)。産地は局所的で稀な種とされて

いる (岸田, 2011b)。 
菅生緑地西地区にある水沢の森で 2025

年 7 月 21 日の夜間、クヌギの実生の葉裏に

いる本種の終齢幼虫を採集した。持ち帰っ

たところ、翌日には蛹化し、その後羽化し

た。 
生田緑地では 2025 年 10 月 5 日に幼虫観

察会を行っていた際、参加者のひとりがウ

バメガシ Quercus phillyreoides A.Gray (1858) 
の新芽を綴っている幼虫を見つけ、確認し

たところ本種であった。 
近隣の記録として、東京都日野市におい

てアラカシ Q. glauca Thunb. (1784) の新芽

を綴る中齢幼虫から亜終齢幼虫までの複数
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個体を確認している (横田, 未発表)。また、

静岡県富士宮市で 2019 年 10 月 20 日にライ

トトラップを行った際に、多数の成虫が飛

来したことがあったが、その後は採れてい

ない (横田, 未発表)。 
散発的な記録から、本種は移動性があり

他所から飛来していると考える。ブナ科植

物の新芽の時期と飛来時期が重なる場所で

発生が確認されるようである。 
 

 
図 13. ヤマトホソヤガの終齢幼虫 
 
(14) コ フ サ ヤ ガ  Eutelia adulatricoides 
(Mell, 1943) 
[宮前区] 1ex., 宮前区水沢, 13-VII-2025, 三

田村瞬確認 
 

本種は以前より神奈川県内の広範囲で記

録があった。川崎市でも生田緑地・麻生区黒

川・麻生区早野の記録が見られる (中島・山

本, 2004)。その後、2005 年の記録 (ニワカ

ガマニア, 2025) を最後に神奈川県内から

は約 20 年間に渡り記録がなかった。 
菅生緑地西地区にある水沢の森にて 2025

年 7 月 13 日に幼虫探索を行っていたとこ

ろ、クヌギの葉裏で本種終齢幼虫を発見し

た (図 14)。持ち帰り飼育したところ、同年

7 月 27 日に羽化した。 
近縁のフサヤガ Eutelia geyeri (Felder & 

Rogenhofer, 1874) の幼虫と似ているが、本

種は体全体に白点紋を細かく散布している

点で区別できる (杉, 1987)。 
本種は北海道から南西諸島まで分布して

いる一方、フサヤガは南西諸島には分布し

ていない。また、フサヤガは成虫越冬する

が、本種の越冬態は成虫ではないと考えら

れている (岸田, 2011b)。沖縄島では 1 月か

ら 4 月にも成虫が確認されていることから 
(服部, 2025)、本州以北では越冬できず、翌

年になると再び北上を繰り返しているため、

発生の有無があるものと考える。さらに、幼

虫は食餌植物の新芽を食べるため、植物の

生育時期との関係も発生できる条件になっ

ていると考えられる。 
 

 
図 14. コフサヤガの終齢幼虫 
 
(15) エゾコヤガ Chorsia noloides (Butler, 
1879) 
[多摩区] 4exs., 多摩区枡形, 3-XI-2024, 横田

光邦・三田村瞬確認 
 

本種は神奈川県内全域から記録があり、

川崎市は麻生区柿生から記録されている

(山内, 2008)。北海道・本州・四国・九州・

屋久島と広範囲に分布しているが、食餌植

物は不明であった (岸田, 2011b)。インター

ネット情報によると、ケヤキを食べること

が判明している (モフモフケムシ探検隊, 
2020)。 

生田緑地にて 2024 年 11 月 3 日に秋期の

幼虫観察を行っていたところ、民家園奥門

付近に生えていたケヤキの幼木に多くの食

痕があり、葉裏を見ると小さい幼虫が見つ

かった。全体が薄い緑色をしていて、頭部と

体には黒い斑紋があるのが特徴であった。

その後、同年 12 月 1 日に成虫 1 個体が羽化

し、本種であることが判明した。他 3 個体

は蛹のまま越冬したが、羽化しなかった。冬

期の保管時に乾燥してしまったことが失敗

の要因だったようである。 
終齢幼虫は斑紋がなく全身緑一色で、摂

食は行わず枯れ葉を綴り中で蛹化した。こ

れは前述のインターネット情報にも同様の

ことが記載されていた。 
近隣での記録として、東京都八王子市の

高尾山を 2025 年 6 月 20 日に訪れた際、ケ

ヤキの幼木が多く生育している林縁で、本

種の若齢から亜終齢まで多数を確認できた。

飼育したところ、7 月 3 日から羽化した。生
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田緑地の記録が 11 月であったことから、も

しかすると年に 3 化しているかもしれない。 
 

 
図 15. エゾコヤガの亜終齢幼虫 
 
(16) ゴマケンモン Moma alpium (Osbeck, 
1778) 
[多摩区] 2exs., 多摩区枡形, 7-IX-2025, 横田

光邦確認 ; 1ex., 多摩区枡形 , 9-IX-2025, 
三田村瞬確認 

[宮前区] 6exs., 宮前区水沢, 5-VII-2025, 三
田村瞬確認 ; 4exs., 宮前区水沢 , 13-VII-
2025, 三田村瞬確認 

 
本種は神奈川県内では平地から山地まで

広く分布している。川崎市では多くの記録

があり、最近の記録として生田緑地で 2016
年 6 月 18 日に成虫が採集されている (宮内

ほか, 2020) が、その後の記録はなかった。 
菅生緑地西地区にある水沢の森で、2025

年 7 月 5 日にクリ Castanea crenata Siebold 
et Zucc. (1846) より中齢幼虫 6 個体を確認

した。その後、7 月 13 日に同地でコナラよ

り、亜終齢幼虫から終齢幼虫まで 4 個体を

確認した。 
生田緑地では 2025 年 9 月 7 日にコナラの

葉裏より亜終齢幼虫 2 個体、9 月 9 日には 1
個体を見出した (図 16)。 
 

 
図 16. ゴマケンモンの亜終齢幼虫 

しばらくの間記録が途絶えていた本種が、

2025 年は 7 月と 9 月に連続して見つかった

ことは、何かの影響により年次の増減を繰

り返しているのではないかと考える。 
 
(17) ホ ソバ ミドリ ヨト ウ  Euplexidia 
angusta Yoshimoto, 1987 
[多摩区] 1ex., 多摩区枡形, 20-IV-2024, 横田

光邦・三田村瞬確認 
 

本種は 2000 年代前半までは、県央西部・

丹沢・足柄など西部地域のみ記録があった

が (中島・山本, 2004)、その後東部地域にも

拡大している。川崎市では麻生区柿生から

記録されている (山内, 2008)。生田緑地では、

2016・2017 年に成虫が採集されている (宮
内ほか, 2020)。 

生田緑地にて春期の夜間幼虫探索を行っ

ていた際に、奥の池の周囲にあるタマアジ

サイ Hydrangea involucrata Siebold (1829) を
摂食している本種亜終齢幼虫を見つけた。

今まで本種の食餌植物として、シキミ

Illicium anisatum L. (1759)、アラカシのみが

知られていたので、新たな記録となる。 
本種を飼育したところ、終齢になるとタ

マアジサイを好まなくなり、シキミとアラ

カシを与えたところ、シキミを好んで摂食

した。採集地の周囲にはシキミは見られな

かったことから、キリガ亜科 Xyleninae の多

くの種類で見られるように広食性なのかも

しれない。また、食餌植物のシキミやアラカ

シは温暖な地域に自生するが、本種はこれ

ら植物が自生していないような山地でも成

虫が採れることから、他の食餌植物がある

のか、もしくは移動性があるものと考えら

れる。 
 

 
図 17. ホソバミドリヨトウの亜終齢幼虫 
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おわりに 

蛾類の幼虫は身近な種類であっても食餌

植物や年周経過などの生態がわかっていな

い種類が多い。また、温暖化の影響などによ

り分布を拡大・縮小している種類もいるが、

成虫の調査だけでは定着しているのかどう

かは判断できない。 
川崎市は多摩川に沿った平地であり、各

所に森が残されているため、蛾類の種類が

多い。また、公園などには植樹があり、本来

は分布していない樹木が、飛来した蛾類の

食餌植物として活用されている。 
蛾類幼虫の探索は今まで春から秋までの

昼間に行うことが多かった。幼虫は成虫同

様、夜行性の種類が多い。また、夏には見つ

からなかった幼虫も越冬幼虫を探すと見つ

かることがある。 
この報告では、主に都市公園である生田

緑地と水沢の森での調査結果が中心であっ

たが、黒川よこみね緑地の調査も行ってお

り、その報告は次報以降に行いたい。 
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